

































































































































































































　　ⅲ）どのように対処しましたか。              
ァベットをつけて識別した。在伯 50 年以上の調査協力者は 1908 年から始まった農業就労を目的と
する移民とその配偶者。在伯 20～49 年の調査協力者は 1961 年に制度化された工業技術指導を目的
とする移民とその配偶者が主である（ブラジル日本移民史料館）。10 年未満の男性１名は就労
目的，女性 5 名は国際結婚による移住だった。渡伯した時の年齢は 16 名が 20 代，30 代の成人期。





分類 性別 年代 渡伯時期 渡伯時年齢 在伯年数 渡伯の理由
A 女 30代 2009年 32歳 2年 国際結婚
B 女 20代 2008年 20代 3年 国際結婚 息子が1歳になったから
C 女 40代 2007年 30代 4年 国際結婚 長男の就学に合わせて
D 女 30代 2006年 20～30代 4年 国際結婚
E 女 30代 2003年 20代 7年 国際結婚 長女の就学に合わせて
L 男 30代 2003年 23歳 8年 ブラジルで仕事がしたい
F 女 50代 1983年 26歳 28年 国際結婚
G 女 50代 1981年 25歳 29年 結婚、夫の仕事に伴って 海外に住みたい
H 女 40代 1981年 21歳 30年 高校卒業を機会に　家族で移住
I 女 60代 1969年 20代 42年 国際結婚
R 女 60代 1991年 30代 20年 結婚，夫の仕事に伴って
M 男 50代 1982年 28歳 29年 ブラジルで仕事がしたい
N 男 60代 1981年 31歳 29年 ブラジルで仕事がしたい
J 女 80代 1960年 28歳 51年 ブラジルに移民したい　サンバが好き　
K 女 70代 1959年 22歳 52年 花嫁移民　家を出たい
Q 男 60代 1957年 11歳 53年 両親の移民に伴って　11歳で移住
O 男 80代 1960年 30歳 51年 ブラジルに移民したい　農業をしたい





2．調査時期：2010 年 10 月から 2011 年 4 月。 
3．面接方法：半構造化面接。所要時間は約一時間。ほぼ日本語で面接を行った。 
質問内容：主に下記について質問した。                                      
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異文化受容  住み続ける理由 ここに住み続ける理由がみつかると、より定着しようとする意識が高まる。
と  異文化受容 異文化を理解して、その文化に親しみ受け入れる。
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設けて二次元の組み合わせをもって  類型を設定する。そして Berry は，このなかで「統合」の志
向性が心理的な適応の高さと結びつくと述べている。彼の研究は難民，短期滞在者のほか長期に滞
        Yes 
同化         統合 
Assimilation              Integration 
  No                          Yes 
   
   周辺化        離脱・分離 





















































の Adler の提唱した 段階とほぼ一致していると思われる。彼の研究では何がトリガーとなって
それぞれの段階が生じるか ついては言及されていないが，本研究では異文化不適応から異文化受
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